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タ
イ
ト
ル: 

珈
琲
ダ
イ
ア
リ
ー 

作
家
と
殺
し
屋 

 

タ

イ

ト

ル

『

珈

琲

ダ

イ

ア

リ

ー 

作

家

と

殺

し

屋

』

 

〇

登

場

人

物
 

・

風

見

仁

（

3
0

歳

） 

珈

琲

の

移

動

販

売

（

キ

ッ

チ

ン

カ

ー

）

で

全

国

を

旅

し

て

い

る

。

飄

々

と

し

た

振

る

舞

い

だ

が

、

旅

の

目

的

は

「

夢

探

し

」

で

あ

り

、

色

々

な

出

来

事

に

自

ら

巻

き

込

ま

れ

に

い

く

。

暇

潰

し

に

琴

子

の

執

筆

し

た

本

を

読

ん

で

い

る

。

旅

の

つ

い

で

に

格

闘

技

を

身

に

付

け

た

。

 

・

彼

岸

花

琴

子

（

？

歳

） 

売

れ

っ

子

の

女

性

作

家

。

妖

艶

な

雰

囲

気

を

纏

っ

て

い

る

。

狂

気

的

な

好

奇

心

の

持

ち

主

。

退

屈

を

嫌

う

。

執

筆

し

て

い

る

本

は

殺

し

屋

が

主

人

公

。

殺

人

の

脅

迫

文

を

貰

っ

て

も

怯

え

る

ど

こ

ろ

か

興

奮

気

味

。

 

・

寺

田

幸

平

（

3
0

歳

） 

殺

し

屋

を

生

業

に

し

て

い

る

男

。

陰

気

で

神

経

質

。

自

他

共

に

認

め

る

程

地

味

で
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印

象

に

残

り

に

く

い

見

た

目

。

琴

子

が

書

い

た

本

の

主

人

公

が

驚

く

ほ

ど

自

分

と

重

な

り

焦

る

。
「

自

分

の

手

口

を

世

間

に

広

め

な

い

為

」

に

琴

子

を

殺

し

の

標

的

に

。

仁

に

は

琴

子

の

担

当

編

集

兼

護

衛

と

偽

る

。

殺

し

の

際

に

は

基

本

、

派

手

な

道

具

は

使

わ

な

い

。 

シ
ー
ン1

：
都

内
広
場 

場

所: 

賑

や
か
な
広

場

に
位

置

す
る
仁

の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー 

描

写: 

風

見

仁

が
珈

琲

を
淹

れ
て
い
る
。
広

場

に
は

忙

し
そ
う
に
行

き
交

う
人

々
の
中

、
静

か
に
一

杯

の

珈

琲

を
楽

し
む
人

々
も
い
る
。 

会

話: 

•
 

仁: 

「

次

の
お
客

さ
ん
、
ど
う
ぞ
！

」 

•
 

琴

子: 

「

こ
ん
に
ち
は
。
珈

琲

一

杯

く
だ
さ

い
。
」 
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•
 

仁: 

「

か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
お
客

さ
ん
、
お

近

く
の
方

で
す
か
？

」 

•
 

琴

子: 

「

え
え
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
こ
の
近

く
に
あ

る
の
。
そ
れ
に
し
て
も
、
い
い
匂

い
ね
。
」 

•
 

仁: 

「

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
実

は
、
僕

、

暇

潰

し
に
小

説

を
読

む
の
が
好

き
で…

あ

れ
？

あ
な
た
、
も
し
か
し
て
彼

岸

花

琴

子

さ

ん
で
す
か
？

」 

•
 

琴

子: 

「

そ
う
、
私

が
そ
の
彼

岸

花

琴

子

よ
。
」 

•
 

仁: 

「

本

当

で
す
か
！

感

激

で
す
！

あ
な
た

の
本

、
い
つ
も
読

ん
で
ま
す
！

」 

描

写: 

琴

子

が
微

笑

み
な
が
ら
、
仁

の
珈

琲

を
受

け
取

る
。
仁

の
目

は
興

奮

で
輝

い
て
い
る
。 

 

シ
ー
ン2

：
幸

平
の
登

場 

場

所: 

仁

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
前 
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描

写: 

寺

田

幸

平

が
仁

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
近

づ

く
。
陰

気

な
雰

囲

気

を
漂

わ
せ
な
が
ら
も
、
特

に
目

立

た
な
い
風

貌

。 

会

話: 

•
 

幸

平: 

「

こ
ん
に
ち
は
、
珈

琲

一

杯

い
た
だ
け

ま
す
か
？

」 

•
 

仁: 

「

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
最

近

よ
く
お
見

か

け
し
ま
す
ね
。
お
仕

事

で
す
か
？

」 

•
 

幸

平: 

「

え
え
、
彼

岸

花

琴

子

さ
ん
の
担

当

編

集

兼

護

衛

を
し
て
い
ま
す
。
彼

女

に
脅

迫

文

が
届

い
て
い
る
ん
で
す
。
な
の
で
、
警

戒

の

た
め
に
こ
の
辺

を
見

回

っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
」 

•
 

仁: 

「

そ
れ
は
大

変

で
す
ね
。
で
も
、
ど
う
し
て

脅

迫

文

が
？

」 

描

写: 

幸

平

は
神

経

質

そ
う
に
周

囲

を
見

回

し
な

が
ら
、
珈

琲

を
受

け
取

る
。 
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シ
ー
ン3

：
幸

平
の
焦
り 

場

所: 

幸

平

の
ア
パ
ー
ト 

描

写: 

幸

平

が
自

室

で
琴

子

の
小

説

を
読

み
返

し
、
主

人

公

の
描

写

と
自

分

自

身

の
手

口

の
類

似

に
驚

愕

し
て
い
る
。 

モ
ノ
ロ
ー
グ: 

•
 

幸

平

（
心

の
声

）: 

「

こ
ん
な
に
詳

し
く…

ま

る
で
俺

の
こ
と
を
知

っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る
。
も
し
世

間

に
こ
の
手

口

が
広

ま

れ
ば
、
俺

は…

」 

描

写: 

幸

平

の
顔

が
緊

張

で
歪

む
。
彼

の
手

に
は

琴

子

の
小

説

が
握

ら
れ
て
い
る
。 

 

シ
ー
ン4

：
再

び
来
店 

場

所: 

再

び
仁

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー 
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描

写: 

琴

子

が
再

び
仁

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
現

れ

る
。
仁

が
心

配

そ
う
に
琴

子

を
見

つ
め
る
。 

会

話: 

•
 

仁: 

「

琴

子

さ
ん
、
実

は…

あ
な
た
に
脅

迫

文

が
届

い
て
い
る
そ
う
で
す
。
」 

•
 

琴

子: 

「

知

っ
て
い
る
わ
。
で
も
、
大

丈

夫

。

私

は
怖

く
な
い
わ
。
」 

•
 

仁: 

「

え
、
怖

く
な
い
ん
で
す
か
？

」 

•
 

琴

子: 

「

本

物

の
殺

し
屋

に
狙

わ
れ
る
な
ん

て
、
こ
ん
な
に
面

白

い
こ
と
は
な
い
わ
。
」 

描

写: 

仁

は
冷

や
汗

を
か
き
な
が
ら
、
琴

子

の
大

胆

な
反

応

に
驚

愕

す
る
。 

 

シ
ー
ン5

：
琴

子
殺
害

計
画 

場

所: 

琴

子

の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
前 
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描

写: 

幸

平

が
琴

子

を
襲

お
う
と
す
る
瞬

間

、
仁

が
現

れ
る
。 

会

話: 

•
 

仁: 

「

や
め
ろ
！

琴

子

さ
ん
を
放

せ
！

」 

•
 

幸

平: 

「

く
っ…
！

」 

描

写: 

激

し
い
格

闘

戦

が
繰

り
広

げ
ら
れ
る
。
仁

の

格

闘

技

の
腕

前

が
光

る
。
最

終

的

に
仁

が
幸

平

を

制

圧

す
る
。 

会

話: 

•
 

琴

子: 

「

あ
り
が
と
う
、
仁

君

。
あ
な
た
、
な

か
な
か
や
る
じ
ゃ
な
い
。
」 

•
 

仁: 

「

い
や
、
琴

子

さ
ん
。
無

事

で
良

か
っ
た
。

で
も
、
こ
の
人

は
ど
う
す
る
ん
で
す
か
？

」 

•
 

琴

子: 

「

ふ
ふ
、
彼

に
は
小

説

の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
兼

家

政

婦

と
し
て
働

い
て
も
ら
う
わ
。
」 
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描

写: 

幸

平

は
拘

束

さ
れ
、
琴

子

の
元

で
新

た
な

役

割

を
担

う
こ
と
に
。
仁

は
再

び
旅

に
出

る
準

備

を

始

め
る
。 

 

エ
ピ
ロ
ー
グ 

場

所: 

仁

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー 

描

写: 

仁

が
再

び
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
旅

立

つ
準

備

を

し
て
い
る
。
琴

子

と
幸

平

が
見

送

る
。 

会

話: 

•
 

琴

子: 

「

ま
た
ど
こ
か
で
会

い
ま
し
ょ
う
、
仁

君

。
」 

•
 

仁: 

「

は
い
、
ま
た
会

い
ま
し
ょ
う
。
」 

描

写: 

仁

の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
静

か
に
発

進

し
、
新

た
な
冒

険

へ
と
向

か
う
。
琴

子

と
幸

平

は
そ
の
後

ろ

姿

を
見

送

り
な
が
ら
、
互

い
に
微

笑

む
。 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン: 
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•
 

仁

（
心

の
声

）: 

「

こ
う
し
て
、
僕

の
旅

は
続

く
。
新

た
な
出

会

い
と
冒

険

を
求

め
て…

。
」 

描

写: 

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
遠

ざ
か
り
、
物

語

は

静

か
に
幕

を
閉

じ
る
。 

 


